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事業構想 ～１０年後のビジョン実現に向けて～

１０年後のビジョン「非連続なイノベーションを創出し続ける世界的拠点」からの
バックキャストにより、アクションを実行します

金沢大学の未来ビジョン オール金沢大学で「未来知」により社会に貢献する

課題解決の２つの方向性に、
４つのアクションを組み合わせた施策を展開します

世界標準加速化多様化 持続化

× 社会実装の最速化基礎研究・融合研究の高度化

5年後 ▶ 非連続なイノベーションを創出している

１０年後 ▶ 非連続なイノベーションを創出し続ける

▶ 北陸地域がスタートアップ先進地区へ

▶ 文理医融合の世界的研究拠点群を形成している

世界標準の教育研究環境

自立した経営体制

スタートアップ・エコシステム

研究力
強化

社会
実装

ガバナンス
強化
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ガバナンス Ｊ-ＰＥＡＫＳ推進体制

エビデンス・
統括グループ

研究力強化・
国際化グループ

社会実装・知財
戦略グループ

教育研究評議会

金沢大学Ｊ-ＰＥＡＫＳ推進本部

大学改革推進委員会

本部長

学 長

副本部長

改革戦略室経営戦略部門

ＵＲＡ

Ｊ-ＰＥＡＫＳ推進室（事務職員）

金沢大学Ｊ-ＰＥＡＫＳ
推進本部会議

協議・報告

各部局

事務局各部

連携

定例連絡会（学長、本部長、副本部長、グループリーダー）

理事
（教育担当）

目利き人材

学長

先端科学・社会共創
推進機構

理事（研究担当）
機構長

理事（研究担当）

能登里山里海
未来創造センター

理事（地域復興担当）
センター長

連携

理事
（財務担当）

未来知実証センター

理事（研究担当）
センター長

副学長 副学長
Ｊ-ＰＥＡＫＳ
推進室長

連携

連携

連携

参画
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研究力強化① 世界的研究拠点の形成を実現する支援の方向性

戦略①
国際頭脳循環・
研究支援体制の充実に
よる国際化の加速

戦略②
革新的な融合研究の創出
卓越領域拡充機能の強化

全学的な研究力向上支援

♦コアファシリティ機能の
強化

♦若手研究者の研究活動
の国際化・自立化の支援

♦研究専念環境の確保

♦海外研究者の招へい・
学内研究者の海外派遣
の拡充

♦国際化支援人材の確保・育成

拠点形成支援

世界的研究拠点支援

♦海外研究機関との
機関間交流の促進、
連携強化

更なる
Ｓｔａｇｅへ

♦研究マネジメントの強化 ♦拠点の機器・装置の
整備

基礎研究・融合研究
の高度化、先鋭化を
実現する研究者・研究分野

の多様化を目指す

新たな世界的
研究拠点を形成し
持続的に発展する

♦国際的に活躍する
研究者の確保

１０年後の金沢大学
世界標準の教育研究環境を構築し、
世界トップクラスの研究拠点群を形成します
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研究力強化② ＪＡＩＳＴとの連携研究拠点(超越バイオメディカルＤＸ研究拠点(ｅMＥＤＸ))

組織を超えた異分野融合を実現します

バイオメディカル

ヘルスケア

Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ
の実現データ科学・計算科学

生成ＡＩ分子シミュレーション

バイオ材料工学

金沢大学
医学系・附属病院

臨床医学

実験データ
の共有

【取組例】

☆ 質の高い臨床研究・医師主導治験

の推進体制

☆ 良質なデータセット（長期コホート

データ、ＫＤＢデータ等）を基盤

としたデータサイエンスの推進体制

北陸先端科学技術
大学院大学

学長 寺野 稔

薬効増幅型
緑茶カテキン・ナノ粒子

機能性バクテリア
光細菌

生体内薬物運送用
ナノロボット
（ＤＤＳ）

機能性高分子
バイオマテリアル

医学・理学・工学・生物学等の
異分野研究者間コミュニケーション

に基づく課題設定

スパコン
ＫＡＧＡＹＡＫＩ
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超越バイオメディカルＤＸ研究拠点
(ｅMＥＤＸ)



研究力強化③ 世界的研究拠点化の加速

Ｊ-ＰＥＡＫＳの戦略に沿った支援を展開し、世界的研究拠点化を加速します

世界的研究拠点を目指す卓越分野

海外機関との連携強化社会実装の実現

未来知実証センター棟
の活用

発達心理学 考古科学

環境科学 がん研究

宇宙科学 ナノマテリアル

自動運転技術 進化医学

金沢大学ＣＯＩ-ＮＥＸＴ拠点 ナノ生命科学研究所

世界的研究拠点を目指す卓越分野
国際頭脳循環の推進

国際化支援人材の活躍他大学との連携

専門人材の活躍

融合研究の深化

５



社会実装① 社会実装支援の全体像

起業

基礎研究

応用研究

事業拡大

未来知実証センター

金沢大学発ＶＣ

実証研究

融合研究の場（１Ｆ・２Ｆ）

スタートアップ（5Ｆ）

融合研究

北陸産学連携推進本部

有望なシーズから 社会実装を
目指す研究領域 がスピンアウトする 融合研究の推進と卓越領域の拡充

研究力強化支援による世界的研究拠点・社会実装拠点を形成する

✓多様な研究者のセッションに
よるイノベーション
✓シェアラボによる交流

実証研究の場（４Ｆ）

✓実証研究・事業開発の推進

共創の場（３Ｆ）

✓多様な知・人材の交流を
創出するオープンスペース
✓産学官金連携

ライフサイエンス分野

材料分野

✓金沢大学発ＶＣとの連携による
スタートアップ支援

地域中核・特色ある研究大学の連携による
産学官連携・共同研究の施設整備事業

持続化

加速化

外部連携

６

多様化

世界標準
グローバル展開を
見据えた事業化



金沢大学発ＶＣ

専門人材
投資
ファンド

社会実装② 出口戦略（スタートアップ支援体制）

研究から社会へ
イノベーションを生むシーズを発掘し、スタートアップの創出と成長を加速させる

協働
インキュベーション

ＳＵ支援人材育成

国際特許戦略

地域ファンド

官民ファンド

民間ファンド

ミドル／レイター

魔の川 死の谷
ダーウィン
の海ＰｏＣ獲得 プロトタイプ化

量産化

産業化

M&A/IPOアーリーシードコンセプト

社会
実装

シーズ発掘・起業支援 事業支援融合
研究

応用研究

知財戦略
ＵＲＡ

ＧＡＰ
ファンド

スタートアップ創出プラットフォーム
Ｔｅｃｈ Ｓｔａrｔｕｐ ＨＯＫＵＲＩＫＵ

×
大学とＶＣの連携支援

プロ（専門家）による支援

ｓ

切れ目のないファンドリレー
協調投資
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社会実装③ 「未来知」の実証研究の推進

✓ 社会ニーズと大学のシーズをつなぐ「インター
フェース」を構築する

✓ スタートアップ、産学共同研究に対する手厚い
伴走支援・企業探索を実施する

✓ 未来知で実現する未来社会の「ショーケース」
による、様々な実証研究を推進し、社会課題の
解決につなげる

✓ 能登半島をフィールドとした実証研究と社会
実装により、創造的な震災復興を実現する
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クロージング

♦ 文理医融合による世界的研究拠点群を形成する

♦ 金沢大学・ＪＡＩＳＴ・産業界が連携し、北陸地域がスタートアップ先進地区へと発展

♦ 国内外から、多数の研究者・企業・学生が集う知・人の集積・ 交流の場を形成する

１０年後の金沢大学

非連続なイノベーションを創出し続ける世界的拠点を実現します

『基礎研究・融合研究の高度化』 『社会実装の最速化』と
『４つのアクション』を組み合わせた施策を実行します

９

世界標準加速化多様化 持続化


